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2016年度に
新規設立！

情報・システム研究機構：第三期計画

データサイエンスの観点から、大学等の多様な分野の研究者に対し、大規模デー
タ共有支援事業およびデータ解析支援事業と人材育成を行なうことで、我が国の
大学等の研究力強化に貢献するとともにオープンサイエンスの実現を目指す。



情報・システム研究機構 組織図



データ同化研究支援センター



データサイエンス共同利用基盤施設
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極域環境データサイエンスセンターの活動内容

データ出版
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アーカイブ
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データ公開
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国立極地研究所

③ 時系列系
データベース

④ 試料系
データベース

②公開用（汎用）データベースシステム

 学術データベース
 ＡＤＳ
 IUGONET

①統合データベース

情報・システム研究機構
データサイエンス共同利用基盤施設

極域環境データサイエンスセンター
外部コミュニティ

観
測
研
究
活
動

⑥国内・国際コミュニティとの連携

⑦データサイエンス・共同研究の推進

⑤データ出版：Polar Data Journal

極域環境データサイエンスセンターの活動内容

・大学
・研究機関
・企業
・一般社会
・国際組織

極域科学コミュニティ



項目 H29（2017） H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021）

1 統合データベース 開発 運用

2 データベースシステムの充実化と相互運用化の促進

2.1 ADS 継続的

AADSへの発展（南極域データ処理） 開発 運用

2.2 IUGONET 継続的

システム改良 随時
他分野への応用支援 随時

2.3 学術データベース 継続的

統合データベースへの発展 開発 運用
AADSとのメタデータ相互利用 開発 運用
IUGONETとのメタデータ相互利用 開発 運用

3 各分野の時系列データのデータベース化、公開の促進

PANSY 継続的
EISCAT 継続的
宙空圏モニタリング 継続的
地圏モニタリング 継続的
気水圏モニタリング 開発 運用

4 各分野の試料系データのデータベース化、公開の促進

岩石 開発 運用
生物 開発 運用
隕石 開発 運用
雪氷 開発 運用

5 データ出版の積極的な促進 継続的

6 国内外のデータ活動コミュニティとの連携 継続的

国際ワークショップ・シンポジウム開催・参加

7 大学等外部諸機関とのデータサイエンス、共同研究の推進 継続的

極域環境データサイエンスセンター：年次計画 (2017-2021年度）



項目 R04（2022） R05（2023） R06（2024） R07（2025） R08（2026） R09（2027）

1 統合データベース 開発 運用

2 データベースシステムの充実化と相互運用化の促進

2.1 IUGONET 継続運用

システム改良 随時

2.2 学術データベース 継続運用

システム改良 随時

3 各分野の時系列データのデータベース化、公開の促進

宙空圏分野 継続的

地圏分野 継続的

生物圏分野 継続的

気水圏分野 継続的

4 各分野の試料系データのデータベース化、公開の促進

岩石 継続的

隕石 継続的

生物 継続的

雪氷 継続的

5 データ出版の積極的な促進 継続的

6 国内外のデータ活動コミュニティとの連携 継続的

国内研究集会開催

国際研究集会開催

7 大学等外部諸機関とのデータサイエンス、共同研究の推進 継続的

極域環境データサイエンスセンター：年次計画 (2022-2027年度）



極域環境データサイエンスセンター：メンバー構成

年度
教授

センター長
准教授 助教

特任
准教授

特任
研究員

兼務
教員

事務
補佐員

学術支援
技術
補佐員

2017 1 1 3 0 0 2 0

2018 1 1 3 0 0 1 1

2019 1 1 3 0 6 2 1

2020 1 1 3 0 6 2 1

2021 1 1 2 1 7 2 1

2022 1 2 1 1 1 9 2 1

専門
分野

宙空
地圏1
生物1

地圏 宙空 宙空

宙空4
気水1
地圏3
生物１



１．統合データベースシステムの開発
統合データサイエンスプラットフォーム（AMIDER）

担当：田中、小財 ⇒ PartⅢで紹介



２．主要データベースシステムの充実化と相互運用化の促進：

学術データベース 担当：金尾



④IUGONETウェブサイト更新・管
理

②解析ソフトウェア（UDAS）開発・更
新

⑤研究集会・解析ソフトウェ
ア講習会の開催

⑥国内大学・研究機
関からのメタデータ
提供、及び、解析
ツールの共同開発

③各機関データの処理

専任スタッフ
（極地研、名大）

IUGONETサーバー

連携スタッフ
（連携他機関）

・米国：THEMIS, SPASE
NASA/Virtual Observatory

・欧州：ESPAS
・アジアアフリカ：関連コミュニ
ティ

⑦国際連携活動①メタデータ・データベース構築・更
新

２．主要データベースシステムの充実化と相互運用化の促進：
IUGONET (Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork)

大学間連携プロジェクト

http://www.iugonet.org/index.jsp

担当：田中



５．データ出版の積極的な促進

Polar Data Journal によるデータ出版 https://pdr.repo.nii.ac.jp/

 2017年1月19日創刊、極地研発行の英文データジャーナル
 2023年2月2日時点： 投稿数44（掲載：41、出版待ち：1、査読中：1、不採択１）

掲載数内訳：2017年:1, 2018年:2, 2019年:5, 2020年:12, 2021年：12, 2022年：8, 2023年：1
 PEDSCの貢献： 編集作業支援、関連実データのADSや学術データベースへの登録と

DOI付与

https://pdr.repo.nii.ac.jp/


Polar Data Journal： 査読プロセス



Polar Data Journal :  出版状況

分野 リポジトリ

年度
海洋
物理
化学

生物圏 気水圏 地圏 宙空圏 合計 ADS
学術
DB

その
他

2017 1 1 1

2018 4 2 6 6

2019 1 1 1 1 4 4

2020 1 9 3 13 13

2021 4 3 2 9 7 2

2022 2 2 3 1 8 5 2 1

合計 4 20 11 5 1 41 36 2 3



Polar Data Journal :  出版データ論文例



Polar Data Journal : 2021年度ダウンロード数



Polar Data Journal : 2021年度画面アクセス数



年 月 （国内）集会、シンポジウム等の開催・参加 開催場所

2022 9 IUGONET研究集会・講習会 「太陽地球系物理学分野のデータ解析手法、ツールの理解と応用」 ハイブリッド

11 地球電磁気・地球惑星圏学会、セッション「データシステム科学」（コンビーナ） ハイブリッド

12 ROIS-DS-JOINT共同研究集会「オープンサイエンス時代の重力観測・データの流通と利活用」 ハイブリッド

2023 2 PEDSC主催研究集会「極域データサイエンスに関する研究集会」 ハイブリッド

６．国内外のデータ活動コミュニティとの連携 2022年度

年 月 （国内）講習会開催・アウトリーチ活動 開催場所

2022 6 IUGONET講習会： JpGUスーパーレッスン：SPEDAS-VM を使った講習 オンライン

9 IUGONET研究集会・講習会 「太陽地球系物理学分野のデータ解析手法、ツールの理解と応用」 ハイブリッド

年 月 （国際）集会、シンポジウム等への参加、講習会開催 開催場所

2022 4-12 SCADM月例会議 オンライン

6 International Data Week (IDW-2022) オンライン

8 SCAR 10th Open Science Conference 2022 オンライン

10 GEO(Group on Earth Observations) Cold Regions Initiative – GEOCRI Lead Group会合 オンライン



６．国内外のデータ活動コミュニティとの連携
国際戦略アドバイザー招へい

 招へい者： Johnathan Kool氏
 所属・職名： Australian Antarctic Division, Australian Antarctic Data Centre Manager

 招へい期間：9月25日～10月22日



７．大学等外部諸機関とのデータサイエンス、共同研究の推進
ROIS-DS「公募型共同研究」による共同研究の実施

年度
採択課題
総数

宙空圏 地圏 気水圏 生物圏 共通

2017 3 1 1 0 0 1

2018 8 6 2 0 0 0

2019 9 2 4 1 0 2

2020 7 2 3 1 0 1

2021 8 3 2 2 0 1

合計
(2017-2021)

35 14 12 4 0 5

2022 13 6 3 3 0 1



No 区分 申請者 機関名 研究課題名／研究集会名
DS施設側
教員

新規/
継続

分野

1 一般共同研究 杉浦幸之助 富山大学
機械学習を用いた南極氷床における表層積雪の堆積削剥パターンの
分類手法評価

平沢尚彦 継続 気水圏

2 一般共同研究 鈴木香寿恵 法政大学
機械学習による昭和基地からみる大気中微量物質の輸送予測システ
ムの構築

平沢尚彦 継続 気水圏

3 一般共同研究 原圭一郎 福岡大学
南極エアロゾル・雲観測データの長期変動解析とデータライブラリーの
整備

平沢尚彦 新規 気水圏

4 一般共同研究 加保貴奈 湘南工科大学
南極上空大気重力波の気球実験におけるイリジウム衛星通信データの
解析システムの構築

冨川喜弘 新規 宙空

5 一般共同研究 佐藤和敏 北見工業大学
南半球高緯度の鉛直気象観測データが天気予報精度に与える影響の
定量化

冨川喜弘 新規 宙空

6 一般共同研究 今城 峻 京都大学
宇宙科学・超高層大気科学分野データのデータ駆動型研究への利用促
進のためのPythonベースのデータ取得・解析ツール開発

田中良昌 新規 宙空

7 一般共同研究 西村耕司 京都大学
レーダーインバージョン観測のためのアンテナ空間特性精密推定技術
の開発

橋本大志 継続 宙空

8 一般共同研究 阿部修司 九州大学
機構賛同型コンソーシアムで接続された研究機関・大学との連携による
データ駆動型研究の促進

田中良昌 新規 共通

9 一般共同研究 大久保慎人 高知大学
微小な地殻ひずみ信号検出のための解析技術の確立と超精密観測記
録の活用

金尾政紀 継続 地圏

10 一般共同研究 柿並義宏
北海道情報大

学
南極インフラサウンド観測活用のためのPSD及びFK解析可視化Web
ページ構築

金尾政紀 継続 地圏

11 共同研究集会 名和一成
産業技術総合

研究所
オープンサイエンス時代の重力観測・データの流通と利活用 奥野淳一 新規 地圏

12
一般共同研究

2回目公募
加藤千尋 信州大学 宇宙天気研究に利用する昭和基地宇宙線観測データ公開方法の拡張 小財正義 新規 宙空

13
一般共同研究

2回目公募
木暮 優 九州大学

大気光画像データの大量解析による大気重力波の励起・伝搬の地球規
模的調査研究

田中良昌 新規 宙空

７．大学等外部諸機関とのデータサイエンス、共同研究の推進
ROIS-DS「公募型共同研究」による共同研究の実施（2022年度）



極域環境データサイエンスセンター活動紹介・報告

http://pedsc.rois.ac.jp/ja/

http://pedsc.rois.ac.jp/en/

ホームページで公開して
います。
是非ご覧下さい。


